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2.赤外分光によるマイクロ波共振器用セラミックスの格子振動の研究

条原孝浩

近年､通信の情報丑の増加にともない衛星放送や自動革電話等にマイクロ波を

利用 した通信システムの開発が盛んである｡これらのシステムには､共振素子や

フィルターとして誘電体セラミックスが用いられており､従来の空胴共振器では

困難である素子の小型化を可能にした｡これらのマイクロ波共振器用セラミック

スには､マイクロ波領域において次のような誘電特性が要求される｡

①誘電率が大きい くe′巴 40)

②誘電損失が非馬に小さい (Q=tan-18>101)

③共振周波数の温度係数が小さい (Tf｡空 O ppm/｡C)

本研究においては､これらのセラミックスの誘電特性を格子振動の立場から理

解することを目的として､ BaくM81′3Ta2′3)0い くZr,Sn)TiOい Ba2Ti902｡の赤外分

光を行った.

赤外反射スペク トルの測定には､マーチン ･バブレット型フーリエ分光計 (50

～ !50cm~1)､マイケルソン型フーリエ分光計 く100- 500cm~l)と分散型赤外分光

汁 (250- 4000cm~l)を用いた.測定 した反射率からKramers-Kronig解析により誘

･電率を計算 し､古典的調和振動子モデルを用いて､分散解析法によって分散パラ

メータを決定 した.回はBa(MgI,3Ta2.3)03の反射率を､表は分散パラメータを示

す｡

その結果､これらのマイクロ波共拐器用セラミ､ックスには､200cm-1から

300cm-1の間に振動子強境が他のモードと比べて大きい竜一ドが存在し､これ

らのモー ドがマイクロ波領域における誘電率とQ値に大きく寄与しているという

ことがわかった.
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∫ Ltくd) SJ. rJ(a)

1 136 3.0 2
2 221 8.1 7
3 232 2.0 8
･4 241 0.71 6
6 262 2.6 20
6 270 0.64 8
7 277 I.6 6
8 all 0.6 8
9 317 0.3 9
lO 408 ･0.02 6
ll 430 0.02. 4
12 6)8 0.03 2
13 626 0.36 26
)4. 692 0.3 30
16 614 0.2 20

WAVENUMBER(cm-I) 虫 Ba(H8.,.Ta… )01の分散パラメータ

回 Ba(HII,)Tat,I)Olの反別串 UJが共指周波臥 SJが掘ib子強度･

実技が汁井瓜 破はがulJ定ul rJが減衰定政
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